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参加報告 

１．研修会の目的 

 関西大学における文部科学省の大学教育推進プログラム採択プログラム「三者協働型ア

クティブ・ラーニングの展開」の 3 年間の取り組みについての成果報告。 

 

２．研修の概要 

 ラーニング・アシスタント（LA）を中心とする当該プロクラムについての実践報告、および 3

名の外部評価者によるアクティブ・ラーニングについての考え方の報告。 

 

３．本学の FD 活動における検討課題 

 アクティブ・ラーニングという考え方が明確には意識されていないかもしれないが、本学の

「入門ゼミ」はその実践の場となっていると考える。特に「入門ゼミ」における縁コミュニティと

の関連で配置される支援上回生は、関西大学の LA と共通する性格を持っているように感じ

た。授業の活性化とともに、１回生の学習環境への適応のため、本学でも支援上回生をもっ

と積極的に活用するとともに、彼らの役割の明確化、スキル向上の方途を考えていかなけれ

ばならないと感じた。 

また大教室におけるアクティブ・ラーニングの可能性や、入門ゼミとともに各学部の概論系

の基礎科目とも連携した、学部・学科のポリシーを見据えた初年次教育の位置づけも検討

していかなければならないのではないか。 

 


